
山地の林内に生える多年草。茎は基部がややはって短く立ち上がり長さ5-10cm、糸状の細い地下茎を伸

ばす。葉は倒卵形で2-3対、茎の上部につき、長さ3-7cmになり、幅は2-5cm、先は円く、粗い鋸歯があり、
基部はくさび形でごく短い柄があり、ほぼロゼット状に並んで裏面の脈上および表面には斜上毛がある。
花は茎の先端部の葉腋に1から数個つく。萼は長さ7-8mmで5中裂し、毛が多い。花冠は淡紅色、長さ15-

18mm、筒部は湾曲せず、下唇は5-6mmで開出する。花期は8月。

県内では2ヶ所に知られていたが、淡路では消失し、西播磨の1ヶ所にのみ残っている。シカの採食による
影響を受け、残り十数株しか残っていない。

生育地の樹林の保全およびシカの採食による影響の抑制が必要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Ajugoides  humilis  (Miq.) Makino

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨、淡路

■ 国内分布

本州（神奈川県以西の太平洋側）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

シソ科

兵庫県ランク…ヤマジオウ
環境省ランク… －


